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イベント直後のフォローアップの一環として、オイシックス社と連携した輸出実証を実施。
GFP沖縄会員を中心に第一弾24品、第二弾20品、合計44品エントリー。

オイシックス香港実証 ～実証概要

実施概要

実施
方法

• オイシックス・ラ・大地 香港
ホームページにて特設サイトを開設
(日本語・中国語)

実施
期間

第一弾 浦添サミットのフォロー

開催期間:
2023年12月14日(木)～12月27日(水)

申込期間:
2023年9月26日(火) ～10月10日(火)

第二弾 石垣島・宮古島サミットフォロー

開催期間:
2024年2月22日(木）～3月6日(木)

申込期間:
2023年11月14日(火) ～11月28日(火)

対象 • GFP沖縄登録事業者
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12/14UP 12/21UP 合計

香港人 113 77 190

日本人 24 6 30

売上（HKD） 11,149.4 7,911.5 19,060.9

売上（円） 200,689 142,407 343,096  ※18円/HKDで計算

オイシックス香港実証 ～総括

2/22UP 2/29UP 合計

香港人 60 66 126

日本人 39 31 70

売上（HKD） 8201.2 8873.7 17074.9

売上（円） 164,024 177,474 341,498  ※20円/HKDで計算

■第一弾（12/14ー20、12/21－27）利用者数・売上

■第二弾（2/22ー28、2/29－3/6）利用者数・売上

第一弾12品、第二弾12品、合計24品の輸出・テスト販売を実施。2週間×2チャンス、
約1ヶ月のフェア期間中、香港人を中心に延べ416人がサイトを利用し、売上総額は
684,594円。
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沖縄の観光・食文化とともに、沖縄総合事務局からのコメントとともに消費者に紹介。具
体的なメニューレシピとともに、商品の試験販売を実施した。

オイシックス実証 ～第一弾 実証ページ（1/2）
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前頁の続き。

オイシックス実証 ～第一弾 実証ページ（2/2）
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第二弾は、オイシックス社員の沖縄マニアと初心者による会話形式で商品ページへ誘導。
シズル感のある美味しそうな料理写真と、魅力を簡潔に伝えるキャッチコピーで商品紹介。

オイシックス実証 ～第二弾 実証ページ（1/2）
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前頁の続き。

オイシックス実証 ～第二弾 実証ページ（2/2）

① 輸出を強化するのであれば、香港の人たちの味覚や好みをある程度研究し、それに沿った商品を販売した方が良いのではないか
・肉加工品類は、香港人の嗜好性にもあうし好まれる。食べ方が難しい調味料類、味のイメージが湧きにくい惣菜類、食べる習慣のない惣菜類などは簡単には売ることができない。
②沖縄フェアの中で販売した方が良い商品と、沖縄フェアとしては売らない方が良い商品があるのではないか。
・「沖縄フェア」と名前がつけば、香港の人たちが認知している「沖縄」な商品しか売りにくい。食べる習慣が薄いものや難しいものについては「沖縄だから」という沖縄ブランドだけでは売れない。食べ方の提案や訴
求などを丁寧に行い、新たなカルチャーとして根付かせる活動から入る必要性を感じる。
③上記を鑑みると、沖縄フェアとして「多くの商品を掲載すること」「様々な商品を導入すること」を目指すことはあまり得策だとは思えない。
・公平性の必要性は十分理解をしているが、多くのものを同じ土俵で戦わせることはむしろ公平ではないと感じる。
・日本人よりもはるかに飽き性で細かいことが得意ではない香港人においては、情報量を絞りいかに簡潔に商品を販売するかが重要になる。
・そのため、1つの企画に対し、あれもこれもと詰め込むのではなく、テーマをより詳細に設定し、それに沿った商品を絞り込み、より少数を完結に販売していく方が各商品を正しく理解してもらいやすい。
・例えば、ハルラボの惣菜。 原材料全てに有機のものを使用した徹底したこだわり食材で価格も相当に高い。これを沖縄県産品として売るよりも、「安心安全な日本のお惣菜」というテーマで販売をした方が分
かりやすく、より必要な人に伝わったのではないか。
→ 目的やテーマを絞った企画を種類多く、何回か行う方が良いかもしれない。

■オイシックスバイヤー総括


